
「
岡
目
一
目
」

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は

今
年
で
最
後
と
な
っ
た
。
二
十

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
高
山
の
受

験
生
は
岐
阜
ま
で
出
て
行
か
な

い
と
、受
験
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

英
語
の
テ
ス
ト
の
民
間
委
託

を
巡
っ
て
、「
身
の
丈
」
発
言

が
出
た
。
文
部
科
学
大
臣
の
発

言
で
、
ブ
ー
イ
ン
グ
が
続
き
、

結
局
中
止
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
国
語
の
教
科
書
も

「
論
理
国
語
」と
か「
文
学
国
語
」

と
か
の
選
択
に
な
る
そ
う
だ
。

入
試
で
は
「
論
理
国
語
」
を
選

択
す
る
受
験
生
が
多
く
な
る
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

人
間
に
は
理
性
と
感
情
の
二

つ
が
あ
る
。
乱
暴
に
言
え
ば
、

文
章
に
も
二
つ
あ
る
。
新
聞
の

社
説
と
コ
ラ
ム
の
よ
う
に
、
論

理
的
に
固
い
の
と
文
学
的
に
柔

ら
か
い
の
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

田
舎
の
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ

た
受
験
生
を
論
理
的
に
比
較
分

析
す
れ
ば
、都
会
と
「
身
の
丈
」

に
多
少
違
い
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
「
教

育
の
機
会
均
等
」
の
精
神
に
反

す
る
し
、
何
よ
り
も
聞
く
人
の

心
に
冷
た
く
響
く
。

　

論
理
国
語
で
百
点
満
点
で

も
、
温
か
い
心
の
こ
も
っ
た
恋

文
が
書
け
る
か
ど
う
か
が
心
配

で
す
、
文
部
科
学
大
臣
ど
の
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
設
立

七
十
周
年
を
記
念
し
、
高
山
市
名

誉
市
民
で
あ
る
作
家
瀧
井
孝
作

が
、
自
身
の
前
半
生
を
描
い
た
代

表
作『
俳
人
仲
間
』の
第
三
部「
初

め
て
の
女
」
を
原
作
と
し
た
映
画

の
制
作
を
行
い
、
こ
の
度
、
作
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

瀧
井
孝
作
は
、
高
山
で
俳
句
を

学
び
、
上
京
後
、
数
々
の
俳
句
や

小
説
作
品
な
ど
を
発
表
し
て
、
芥

川
賞
の
初
代
選
考
委
員
を
務
め
る

な
ど
、郷
土
が
誇
る
文
学
者
で
す
。

　

今
回
の
映
画
は
、
少
年
時
代
の

孝
作
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
高
山
か

ら
、
よ
り
広
い
世
界
へ
と
旅
立
つ

決
意
を
す
る
ま
で
を
描
い
た
も
の

で
す
。

あ
ら
す
じ

　

高
山
で
生
ま
れ
育
ち
、
魚
問
屋

で
丁
稚
奉
公
を
す
る
少
年
瀧
井
孝

作
は
、
日
々
「
ゴ
ミ
二
階
」
と
呼

ば
れ
る
店
舗
裏
の
倉
庫
の
二
階

で
、
趣
味
の
俳
句
に
打
ち
込
ん
で

い
た
。

　

あ
る
日
、高
名
な
俳
句
の
先
生
、

河
東
碧
梧
桐
が
高
山
を
訪
れ
、
孝

作
た
ち
は
そ
の
指
導
を
受
け
る
機

会
を
得
る
。
そ
の
句
会
で
碧
梧
桐

よ
り
「
経
験
に
基
づ
い
た
君
の
俳

句
を
見
て
み
た
い
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
意
味
を
考
え
始
め
る
孝
作
。

　

孝
作
は
、
新
た
な
経
験
を
得
る

た
め
訪
れ
た
西
洋
料
理
店
「
ひ
さ

ご
屋
」
で
、
美
人
女
中
の
玉
に
見

惚
れ
通
い
詰
め
る
。
そ
の
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
句
が
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
碧
梧
桐
の
称
賛
を
受
け
る
。

　

そ
の
俳
句
が
き
っ
か
け
で
玉
と

親
し
く
な
り
逢
瀬
を
重
ね
る
孝
作

だ
っ
た
が
、
玉
の
体
調
が
悪
く
な

り
別
れ
を
告
げ
ら
れ
る
。
し
か
し

孝
作
は
、
最
後
の
逢
瀬
で
呼
ん
だ

芸
者
「
鶴
昇
」
が
、
ゴ
ミ
二
階
の

向
い
の
家
で
三
味
線
の
稽
古
を
し

て
い
た
女
性
で
あ
る
と
気
付
き
、

意
気
投
合
す
る
。

　

鶴
昇
と
話
を
し
た
い
孝
作
で
あ

っ
た
が
、
丁
稚
の
身
分
で
は
芸
者

と
会
う
こ
と
も
で
き
ず
悶
々
と
す

る
日
々
を
過
ご
す
。
し
か
し
、
呼
ば

れ
た
宴
会
で
鶴
昇
と
再
会
を
果
た

し
、
本
名
が
菊
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
密
会
の
方
法
を
教
え
ら
れ
る
。

　

密
会
を
重
ね
、
孝
作
は
菊
と
男

女
の
仲
に
な
り
、
つ
い
に
は
菊
と

東
京
へ
出
奔
す
る
こ
と
を
計
画
す

る
。
し
か
し
そ
の
頃
、
菊
に
は
身

請
け
話
が
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、

自
分
の
身
の
上
か
ら
孝
作
と
は
添

い
遂
げ
ら
れ
な
い
と
考
え
た
菊

は
、
自
ら
別
れ
話
を
切
り
出
す
の

で
あ
っ
た
。

　
本
作
品
は
、
三
月
初
旬
に
上
映

会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
上
映
を
延
期
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
映
会
の
開
催
日
時
及
び
、
チ

ケ
ッ
ト
発
売
な
ど
に
関
し
て
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
催
し
は
、
延
期
・
中
止
に
な
る

　
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

特
別
展
「
日
本
美
術 

デ
ザ
イ
ン

と
文
様
」

◇
日
時　

二
月
二
十
七
日
（
木
）

　

～
六
月
十
五
日
（
月
）
午
前
十

　

時
～
午
後
五
時
（
水
曜
休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

第
三
十
五
回
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽

院 

春
の
お
め
で
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

三
月
八
日
（
日
） 

正
午

　

～
午
後
六
時

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

小
鳥
幸
男
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
俳
聖
芭

蕉
展

◇
日
時　

三
月
十
九
日
（
木
）
～

　

六
月
十
五
日
（
月
）
午
前
十
時

　

～
午
後
五
時
（
水
曜
休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

記
念

映
画

高
山
市
文
化
協
会
設
立
七
十
周
年

完
成
の

お
知
ら
せ

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

近代文学館講演会
延期のお知らせ

近代文学館講演会は、新
型コロナウイルス感染拡
大防止のため延期するこ
とになりました。開催日時
は、後日お知らせします。
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Sadao Watanabe    
Russell Ferrante  

  Edwin Livingston 
Ittetsu Takemura
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高山市文化協会加盟団体 文化協会の活動にご参加・ご協力いただいている団体です。 （順不同）

　諸団体

公益社団法人 高山青年会議所
高山・デンバー友好協会
桜山八幡宮
高山市仏教会

（一社）高山市医師会
高山市歯科医師会
高山市薬剤師会
高山商工会議所
高山電機商業組合　　　　　
アート&ヒューマンひだ
飛騨考古学会
高山岊城ライオンズクラブ
高山西ロータリークラブ
高山ライオンズクラブ
高山ロータリークラブ
　文　芸

歌人クラブ高山
飛騨俳句会
語り部ねっと 飛騨高山朗読会
　美　術

全日本写真連盟飛騨支部
ＴＰＣ高山写真クラブ
飛友会カメキチ
書道研究 一滴会

華翔会
飛騨書道連盟
高山市美術展覧会運営委員会
ひだ木版同好会
全日写連アート飛騨支部
　芸　能（日本舞踊・新舞踊・バレエ・社交ダンスなど）

新舞踊 あやめ会
鳳扇会
三喜流 凰千佳会
高山日本舞踊協会
西川流 鯉之祐會
西川流 潤歳の会
西川流 末広会
西川流 花清会
日本舞踊 菁風会
花柳流 美玲の会
若柳臣流 久美華会
若柳臣流 若華会
今井クラシックバレエスクール　
高山シティバレエ
エスポワール・バレエアカデミー
Mdeux・BalletStudio
新澤愛子創作バレエ研究所
ミルローズバレエスタジオ
新舞踊 芝若流

　芸　能（邦　楽）

玉峯吟詠会 飛騨支部
（公益）（社）日本吟道学院暁友会 飛騨本部
飛騨竹友会 高山支部
飛騨竹龍会
鈴慕会 岐阜支部（高山）
飛騨邦楽愛好会
現代津軽三味線徳山流 藤泉会
生田流箏曲 瀬音会
生田流筝曲 雲雀会
高山陣屋太鼓保存会
童心・飛騨高山太鼓団
長唄 柏豊会
翔山会
高山音頭会
坪内流
民謡進栄会
豊飛会
蔵柱の民謡を育てる会
　芸　能（洋　楽）

コーラス 翠陽
高山市民合唱団 ひゆら
高山少年少女合唱団事務局
男声合唱ひだ
高山市民吹奏楽団

フェリーチェ音楽院合奏団
高山スイングエコー
Music Book
盛一明子フルート教室
COCON WINDS
　生活文化

カービングサロンはなみずき
華道 小原流
華道池坊 斐太支部
誠光未生流 飛騨支部
花日和
吉水流 天照寺詠唱講
裏千家淡交会 飛騨支部
表千家 斐太好友会
皇風煎茶禮式
松風流泉月会 高山支部
宗和流 四常社
売茶流 高仙会

（一社）日本盆栽協会 飛騨支部
高山飾物同好会
飛騨民藝協会
岩畠玲子和装学院
華道・嵯峨御流会
飛騨高山ふるさとを歩こう会

令和2年度事業案内（7月まで）
事業内容・日程は変更になる場合がございます。

ワンコインシネマ「グリーンブック」 [アカデミー作品賞]

昼・夜２回 昼｜文化会館小ホール月4 13
道伝えの日茶会・飾り物秀作展

｜文化伝承館土4 ・25 日26

5/9 開催とお知らせしていた
メセナメイトシアターは中止となりました。

市民歴史散歩・高根

｜申込み：5/7～5/31日6 14
ワンコインシネマ「初恋～お父さん、チビがいなくなりました」

昼・夜２回

夜 昼・夜２回

｜文化会館小ホール月6 22
桃源郷寄席 出演：桂文珍、月亭遊方ほか

｜久々野公民館ホール木6 25

高山文化フォーラム2020

｜文化会館全館土6 ・6 日7
演劇「たぬきと狸とタヌキ」 出演：榊原郁恵、岡本麗ほか

夜 ｜文化会館小ホール水7 1
日本板画院展 高山巡回展（仮）

｜文化会館3階講堂木7 ー9 日12
夏期特別飾り物展（テーマ：オリンピック・パラリンピック）

｜文化会館3階講堂金7 ー17 日19
ワンコインシネマ「ファーストマン」ニール・アームストロングの伝記映画

｜文化会館小ホール火7 21

午後7時開演/午後6時15分開場

高山市民文化会館
大ホール

※未就学児童のご入場はお断りいたします。

金4 10
チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

高山市民文化会館　
飛騨市文化交流センター
下呂交流会館 　
チケットぴあ[Ｐコード175-362]

〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円

チケット好評販売中

渡辺貞夫が信頼を寄せる
ミュージシャンとの共演

●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）　http://www.takayama-bunka.org

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
公演を延期または中止する場合がございます。追ってお知らせします。ご理解ください。

延期の
お知らせ

3月15日に予定しておりました
「湯山昭の音楽」の公演は、新
型コロナの今後の感染者拡大
のリスクに備え延期となりまし
た。チケットご購入の方にはご
迷惑をお掛けしますがご理解、
ご協力いただきますようお願い
致します。チケットはそのままご
利用いただけます。開催日時
は、後日お知らせします。


